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0.インドを代表する文法学者であり，言語哲学

者であるバルトリハリ（Bhartrhari）の〈時間〉論

の特徴を一言で言えば，彼が〈時間〉を究極の原

理である〈語プラフマン〉が有するもっとも重要

な〈能力〉として理解しているということであろ

う。彼は，その〈時間〉論を主著Vakyapadfya（以

下VP）の『〈時間〉詳解』章（kalasamudde8a）に

おいて主題的に展開している。

「〈時間〉詳解』章は 114の詩節から構成され

ている。そして他の章と同様に，そこには彼の

時代の〈時間〉に関する他学派の見解も網羅的

に述べられている。しかし，この『〈時間〉詳

解』章は，バルトリハリ自身の〈時間〉論では

なく，「ある者達」（eke）の見解の提示に始まる，

という独特の構成を示している。バルトリハリ

自身の〈時間〉論が導入されるのは第4詩節に

おいてである。第 1詩節に続く第2詩節におい

ては一般的に認められる〈時間〉の性質が述べ

られ，第3詩節においては，彼独自の見解では

なく，「ある者達J と自らが共有する見解が語ら

れる。『〈時間〉詳解』章のこのような独特の構

成が意味するものは何であろうか。本論文はこ

の疑問に対する一つの答えを提示しようとする

ものである。 VP3.9.lに言及されている「ある

者達」とは誰なのかl，そしてこの「ある者達」

の〈時間〉観がパlレトリハリの〈時間〉論の中

でどのように位置づけられるべきなのか，これ

らの疑問もまた本稿が答えるべき疑問である。

l後述するように， VPの注釈者であるへーラーラー
ジヤ（H巴Iaraja）によれば，この「ある者達」とはヴァイ
シェーシカ（Vaise~ika）学徒である。
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1.1.へーラーラージャは VP3.9.Iを次のように

導入する。

「［VP3.6.1においては，］〈行為＞ (kriya）の後に

〈時間〉が挙げられている。なぜなら，その［〈時

間〉］は〈行為〉の画定者（paricchedaka）である

からである。その［〈時間〉］に関して，まず他

［の学派］の見解において定義されているその

［〈時間〉］の本質を［バルトリハリは次のよう

に］述べる」 2

VP3.6.Iにおいて次のようにバルトリハリは，

〈方位＞ (dis), ＜能成者） (siidhana）とともに〈行

為〉，〈時間〉を〈能力＞ (sakti）として挙げている。

「［〈方位〉・〈能成者〉・〈行為〉・〈時間〉は〈能力〉

である。しかし］「方位」・「能成者」・「行為」・

「時間」といった［語］は，もの（vastu）を表示

するものとして，諸事象の〈能力〉の相には絶

対的に定位しない」 3

ノ＼－ニニ（Pa9ini）文法学派の一員であるバル

トリハリにとって，この現象世界はものの世界

(vastvartha）ではなく意味の世界（白hd加 ha）す

2Helaraja ad VP3.9.1: kriyanantaraJTI kala uddi~taり Isa
hi kriyay功paricched成功Itatra darfanantaralak~itaJTI tavat 
tatsvarupam aha I 

3 VP3 .6.1: diksadhanaJTI kriya kala iti vastvabhidhayi-
naりIfaktiriip巴padarthanamatyantam anavasthit功／／
訳は小川［2000:543］に従った。同論文によれば，この

詩節の主題は，〈方位〉などは，実体化されて「方位」と
いった名詞によって表示されるとき，その本来の〈能力〉
の相は表示され得ず，その〈能力〉の相は他の言語項目に
依存して表示される（asvafabda）ということにある。しか
し本論文にとって重要な意味を持つのは，この詩節の
主題よりはむしろこの詩節が〈方位〉などの四者を（能
力〉として挙げていること，そしてく行為〉の直後に〈時
間〉を挙げるその枚挙の順序である。
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なわち言葉から理解される意味体系そのもので

あり，それは，彼の言語哲学において原理とし

ての〈言葉〉が有する〈能力〉の多様な展開と

して説明される4。そして，その〈言葉〉が有す

る様々な〈能力〉の中でももっとも基本的なも

のがVP3.6.lにおいて挙げられている〈方位〉・

〈能成者〉・〈行為〉・〈時間〉なのである。

これは，小川［2000:543］が既に指摘している

ように，バルトリハリが現象世界の枠組みを四

つの基本的な〈能力〉によって説明しようとし

ていることをよく示している。バルトリハリは

この現象世界を因果的なダイナミズムの世界と

して捉えた上で，その基軸に〈行為〉という〈能

力〉を置き，その〈行為〉の成立のために〈能

成者〉・〈方位〉・〈時間〉といった〈能力〉を想

定しているのである50

1.2.1.ところで，バルトリハリは， VP第3巻に

おいて VP3.6.lに言及した〈方位〉・〈能成者〉・

〈行為〉・〈時間〉の順に論を進めている。しか

し，すでに述べたように，バルトリハリはく時

間〉を「〈行為〉詳解』章に続く章の主題とし

ながらも，自らの〈時間〉論ではなく，他の学

派の学説を紹介することで『〈時間〉詳解』章

を始めている。 VP3.9.1において，彼は次のよ

うに述べる。

「ある者達は次のように主張する（pracak明白）。

〈活動） (vyapara）とは別個に〈時間〉というもの

が存在する。そのく時間〉は，常住（nitya），遍在

(vibhu），単一（巴ka）の〈実体） (dravya）であり，

〈行為〉を有するもの（kriyavat）の尺度（parima9a)

であるJ6 

ヘ ラーラージャは，この詩節で言及され

ている「ある者達」とは，ヴァイシェーシカ

4小Ill[2000:542 543) 

丹小川［2000:543）。小川［2000:543-5441によれば，〈能
力〉とは因果的な〈根拠性） (nimittabhava）であり，従っ
てく方位〉・〈能成者〉・〈行為〉・〈時間〉といった四つの
く能力〉はそれぞれ空間概念の根拠・〈行為〉実現の様拠・
〈結果〉産出の根拠・〈時間〉概念（〈順序〉）の根拠とし
て位置付けられる。現象世界の多様性を説明する根拠と
しての〈能力〉に関しては， Iyer[l969:108110],0gawa 

[ 1999: 15 17), Ogawa [2000: 16 23), Ogawa [forthcoming] 

を参照されたい。
6VP3.9.I・vyaparavyatirekei:iakalam ck巴 pracaksateI 

nityam巳karpvibhu dravyarp parimai:iarp kriyavatam // 
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(Vaise~ika）学派の者達であると述べる。彼はこ

の詩節を次のように注釈している。

「〈時間〉は，「前」・「後」という知を［自己の］証

相とし，遍在する，単一で形態を持たないもの

である。まさにこの故に，［〈時間〉は］作られた

ものではなく，それゆえ，［〈時間〉は］常住であ

る。［そして，］常住な〈時間〉は〈行為〉と別個

のものであり，〈生起〉などのく行為〉を通じて事

象（bhava）を画定するもの（bhavaparicchedaka)

である。〈時間〉は以上のようなものであると，

ヴァイシェ シカ学派の者達によって［彼らの

伝統の中で］伝承されている」 7

1.2.2.以上のようなへーラ ラージャの言明を

根拠付けるために，以下ではヴァイシエーシカ

学派の伝承文献の中に， VP3及1において述べ

られている「ある者達」の見解と内容上一致す

る記述を探ることにしよう。

ヴァイシェ シカ学派の最古の経典である

均iSe~ikasutra （以下 vs8)2.2.7-8によれば，〈時

間〉は単一で、常住なるく実体〉である9。しかし

その単一な〈時間〉は，〈行為〉の違いによって

多様化される JO0 ＜時間〉は決してく行為〉その

ものではなく，「〈時間〉」という名称はあくまで

7Heli'ir司aad VP3.9.l: paraparadipratyayali白govyapaka 

eko’miirto ’ta evakrtakatvan nityaI:i kalaりkriyavyatirikto

janmadikriyadvar巴i:ia bhavaparicchedako vaise~ikair 

amnataI:i I 

8以下， vsからの引用は MuniSri Jambuvijayajiによ
ってチャンドラ ナンダ（Candrananda）の Vrttiととも
に編集された刊本（Jambuvijay司ji[1~61 ））を基準とする。
vsの刊本にはシャンカラミシュラ（Sailkaramisra）の Up-

askiiraとともにS行 Narayanamisraによって編集された
もの（Narayai:iamisra[ 1969］）もある。従って以下では，
Nar孟yaりamisra本と Jambuvijay吋i本の読みが異なる場合，
前者の読みを括弧の中に表示するという仕方で， vsのテ
キストを提示することにする。

リVS2.2.7:dravyatvanityatve vayuna vyakhyat巴（「［〈時
間〉が］〈実体〉であることと常住であることは，風［が
〈実体〉であることと常住であることについての説明］に
よって説明された」）

VS2.2.8: tattvarp bhavena （「［〈時間〉が］単一なもので
あること（tattva）は，存在（bhava) ［が単ーなものである
ことについての説明］によって［説明された］」）
なお筆者はvsを翻訳する際，金倉［1971］と中村［1977-

78）の両翻訳研究を参考にした。
10 VS2.2. 9: karyavise~ei:ia nanatvam（「〈行為〉の違いに

よって，［〈時間〉は］多様化される」）
Narayanamisra本にはこのス トラが欠けている。チャ

ンドラ ナンダは，ス トラ中の‘karya’はく行為＞ (kriya) 

を意味する， ということを明らかにしている。このスー
トラに対する彼の注釈は次のようである。
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〈時間〉の諸々の証相の原因であるものに適用さ

れる（VS2.2.10-l1)110 （時間〉の諸々の証相と

は，此方なるもの［例えば若さ］に関して起こる

「彼方［例えば老齢］である」（aparasminparam) 

という知，そして「同時である」（yugapat）・「同

時ではない」（ayugapat）・「遅い」（ciram）・「速

し h 」（k~ipram）という矢口で、ある（VS2.2.6)12o さ

らに〈時間〉は，〈行為〉を有するものとは性

質を異にするから，〈行為〉を一切有しないも

の（ni与kriya）であり（VS5.2.23)13，「同時に実現

された」（yugapatkrt:am）などの多様な知の機会

因（nimittakara9a）である（VS5.2.28)14o 

Jambuvijayaji [1961:17]: karyal]1 kriya, 

kriyavis巴~ei:iavi~＼asya vastuna arambhasthitivinafakriya 

dr~＼va ekasyapi kalasya nanatvopacarad arambhakalii-

divyapadesaり／（「［スートラ中の］‘karya’はく行為〉
(kriya) ［を意味する］。〈行為〉の違いによって影響され
ない事象に関してく開始） (arambha）・〈存立） (sthiti）・

〈消滅） (vinasa）といった［様々な］〈行為〉［が成立す
ること］を知覚した上で，単一なものであるのにもか
かわらず，そのような時間に人々は多様性を比験的に
適用する（nanatvopacara）。その［多様性の比除的適用］
に基づいて，［人々は，単一なるく時間〉を］「開始時」
(arambhakala）などと［多様に］表現する」）

11VS2.2.l0: nity巴~v abhavad anitye~u bhavat （「【反論］
［〈時間〉の証相は］常住なるものには存在しないから，
［そして］無常なるものに［のみ］存在するから，［〈時間〉
はく行為〉に他ならない］」）

vs2.2.11: karai:i巴kaliikhya（「【答論】［それは正しくな
い。そうではなくて，］『〈時間〉』という名称は［〈時間〉
の証相の］原因に対して起こる」）

Narayai:iamisra本では， VS2.2.IOと次の VS2.2.11が分
割されずーっのスートラになっている。

Narayai:iamisra [ 1969: 165]: nitye~v abhavad anityesu 

bhavat karai:ie kaliikhyeti また， Narayanamisra本では

‘nity句V’の次の‘abhavad’が‘bhavad’になっているが，
これは中村［1977-78：・36,fn. l］が指摘しているように，明

白に‘abhavad’（‘’bhavad’）の誤植である。
12VS2.2.6：・ aparasmin paral]1 yugapad ayugapad 

(Narayanamisra [ 1969: 165]: aparasmin apara!J1 yuga-

pad) cira!J1 k~ipram iti kalaliligani （「此方なるもの［例え
ば若さ］に閲する『彼方［例えば老齢］である』という
［知］，そして『同時である』・『同時ではなしリ・『遅しヨ・
『速い』という［知］がく時間〉の証相である」）

11VS5.2.23: dikkalakiiSa!]1 ca kriyavadbhyo vaidharmyan 

(Narayai:iamisra [1969：・326]: kriyavadvaidharmyan) 

niskriyani （「また，〈方位〉とく時間〉と〈虚空〉は，〈行

為〉を有するものとは性質を異にするから，〈行為〉を

有しない」）
1~VS5.2.28: karai:i巴nakala (Narayai:iamisra [ 1969:329]: 

kalaり） iti （「［同じ］理由によって，〈時間〉は［『同時に実
現された』などの多様な知の機会因として］説明されたJ) 

チャンドラ ナンダはこのスートラを次のように説明

している。
Jambuvijayaji [1961・：44]: yenaiva karaり巴napratyaya-

また， vs以後の代表的な綱要書の一つである

Praiastapiidabhii~ya （以下PBh）において，〈時

間〉は〈虚空〉ゃく方位〉ゃくア トマン〉ととも

に〈遍在性＞ (sarvagatatva）・〈極大性＞ (parama-

mahattva）・〈一切の結合せるものの共通の場所

であること＞(sarvasamyogisamanadsatva）という

性質を共有するものとして述べられている15

以上のように，バルトリハリが VP3.9.1にお

いて「ある者達」の見解として言及している

〈時間〉の定義と内容上一致する記述は，ヴァイ

シェーシカ学派の伝承文献の中に数多く見い出

される。このことから，われわれは『〈時間〉詳

解」章の第一詩節において言及されている「あ

る者達」をヴァイシェーシカ学徒に同定するこ

とができるであろう 160 

bh巴dahetutvenadig vyakhyata tenaiva yugapat krtam itya-

dipratyayabhedasya kalo nimittakarai:ia!J1 vyakhyataり／（「〈方
位〉が［『東』・『西』などといった］多様な知の原因として
説明されたのと同じ理由によって，〈時間〉は『同時に実
現された』などの多様な知の機会因として説明された」）

15 PBh [1984:22]: akafakaladigatmanarp sarvagatatva!J1 

paramamahattvam sarvasamyogisamanadefatval]1 ca// （「〈虚
空〉・〈時間〉・〈方位〉・〈アートマン〉は，〈遍在性〉，〈極大
性〉，〈一切の結合せるものの共通の場所であること〉［と
いう性質］を持つ」）

〈結合せるもの） (samyogin）とは， PBhの注釈者シユ
リ ダラ（Sridhara）の説明によれば，形態を持つく実体〉
(murtadravya）のことである。

Nyayakandali（以下 NK)[1984:22］：・..sarvasamyoginam 
murtadravyai:iii!J1 ... I 

16Halbfass [ 1993:207］によれば，へ ラーラージャと
同時代の人である可能性があるカシュミル（Kashmir）出
身のパット トパラ（Bha!totpala）は，ヴァラ ハミヒラ
(Yarahamihira）の Brhatsmr1hitiil.7に対する注釈の中で，
VP3.9.lと関連してヴァイシェ シカ学派にはまったく言
及せず，その代わりに多少神話的な色彩を帯びるく時間論
者〉の見解（kalavada）を VP3.9.lの内容と関連づけてい
る。 VP3.9.1に述べられている見解をヴァイシェ シカ
学派の〈時間〉論ではなしく時間論者〉の考えに結びつ
けているという点で BrhatsmJihital.7に対するパット ト
パラの注釈は注目に値するが，残念なことに，論者はこ

の注釈を本論文を完成するまでに参照することができな
かった。従って，現在の時点で＇＇ fj；パットートパラの見解
に対して明確な志ー見を述べることができない。パットー
トパラによる VP3.9.Iの解釈に関しては，今後の研究課
題としたい。ただ，〈時間論者〉の見解と関連して，後述
するように，厳密な理論的考察に基づいたある一定不変

の見解が〈時間論者〉の思想として理解されたのではな
く，時代と文献によって互いに異なる多様な思想、が〈時

間論者〉の見解と見なされてきたこと，そして Schay巳r

[1938:7, fn.I］が述べているように，シャ ンタラクシタ
(Santarak~ita）のぬIt叩smr1graha などの，‘kalavada’とし 3
う語が登湯する後代の論書においては，‘kalavada’はく時
間〉を実在するものとみなすすべての哲学的立場を意味

門

i
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2.第 l詩節においてヴァイシェーシカ学派の

〈時間〉の定義を紹介した後，バルトリハリは

第 2詩節においては，〈時間〉のより一般的な

そしてより基本的な性質について述べる。彼は

VP3.9.2において次のように言う。

「ディシュティ（di~ti）・プラスタ（prastha）・スヴア

ルナ（suvan:ia）などは形態を持つ［物体］の区別

(bheda）をもたらす。〈時間〉はく行為〉の区別

をもたらす。一方，〈数〉はすべてのものの区

別者である」 17

〈時間〉は形態を持たない（amurti)＜行為〉の

差別化・固定の原因である 180 これが〈時間〉

の一般的かっ基本的な性質で、ある。「差別化す

る・画定する」とはどのようなことか。そのこ

とをバルトリハリは，ディシュティ等ゃく数〉

を引き合いにだすことによって示唆する。

ディシュティ・プラスタ・スヴァルナは特定

の形態を持つ，遍在しない〈実体〉を画定する

尺度である 190 デイシュティは長さの尺度，プ

ラスタは容積の尺度であり，スヴアルナは重さ

を量るための尺度である。そして〈数〉は形態

を持つものと形態を持たないものすべての，そ

してく数〉それ自体を含むすべての尺度の画定

をもたらすものである200

する言葉として使われていたことは銘記さるべきである。
17VP3.9.2: dis!iprasthasuvan:iadi milrtibh巴dayakalpat巴／

kriyabhedaya kalas tu sa111khya sarvasya bhedika // 

18Helaraja ad VP3.9.2: ebhyo vyatiriktaりkalo’milrti-
kriyaparicch巴dahetuりIsilryadisaficaro hi kal巴namlyate 

masaJ:i sa111vatsara ityadi I （「〈時間〉は，これら［の尺度］
と異なる，形態を持たない〈行為〉の画定の原因である。
なぜ、ならば，太陽など［の天体］の運行は〈時間〉によっ
て量られるからである。『月』・『年』などというようにJ) 

lりHelaraja ad VP3.9.2: milrtir asarvagatadravya-

parimaryam I tat (Trivandrum, Raghunatha. ly巴r:sa) parト

cchidyat巴 di~！yadyayamaman巴na I tatha (B巴nares,Tri van-

drum, Raghunatha. Iyer: tadha) ca milrtimadvastugatam 

etad di斜irvitastir ityadi I （「形態（mi.irti）とは，遍在しな
い〈実体〉の度量（parimarya）である。その［遍在しない
く実体〉］はディシュティなどの長さの尺度によって画定
される。そしてそのような場合，この「デイシュテイ」・
「ヴィタステイ（vitasti）」など［の尺度］は形態を持つも
の（vastu）に関わる」）

20Helar可aad VP3.9.2: sa111khya tu mi.irtami.irtasya sarva-

sya paricch巴damadadhati pram初addca I .. sa111khyapi ca 

sa111khyaya mlyate I （「一方，〈数〉は形態を持つものと形
態を持たないものすべての，そして［すべての］尺度な
どの固定をもたらす。 ・・・また，〈数〉も〈数〉によっ
て量られる」）

第 l詩節においてく時間〉が〈行為〉を有する

ものの尺度であることが述べられた。この第2

詩節において，そのことの意味が「〈行為〉を有

するものの尺度であるということは，〈行為〉を

差別化し画定するものである」というように説

明されたのである。バルトリハリはこの第2詩

節において，ヴァイシェーシカ学派によるく時

間〉の定義を敷倍して述べる形式を取りながら，

ヴァイシェーシカ学徒だけではなく，世間一般

に承認される〈時間〉の基本的性質を述べてい

ると理解すべきである。

3.1.続けて VP3.9.3においてバルトリハリは次

のように述べる。

「区分されるもの（vibhakta）として存立すると

き，〈時間〉そのものは，その［〈生起〉・〈存立〉・

〈消滅〉］を持つ［事象］の〈生起〉，〈存立〉，そ

してく消滅〉の機会因となる，と人々は述べる

(ahuり）J21 

ノミ／レトリハリは，この VP3.9.3において，〈行

為〉が〈時間〉によってどのように画定される

のかについて述べている220 へ ラーラージャ

は本詩節を次のように説明している。

「〈生起〉，〈存立〉，〈消滅〉はすべての［個別的

な］〈行為〉を［〈行為〉という］一つの集まり

(kalapa）に包摂する根拠である。ゆえに，〈時間〉

はそれら［〈生起〉など］を通じてく生起〉など

を有する［すなわち〈行為〉を有する］事象の

機会因となる， と人々は述べる。なぜならば，

事象の〈生起〉などはその［〈時間〉］に依拠し

て区分されたものとして存立するからである。

すなわち，「あるものは春に生じ，他のものは

秋に生じ，また別のものは雨季に生じる」と言

われるべきである。〈存立〉とく消滅〉に関して

も同様である。そして，限定的添性（upadhi）の

違いに基づいて差異化されるとき，〈時間〉は

［それ自体と］関係を結ぶもの（sarμsargin）に差

異をもたらすことができる」 23

21 VP3.9.3: utpattau ca sthitau caiva vinas巴capitadvatam 

I nimitta111 kalam evahur vibhaktenatmana sthitam II 

22H巴Iaraja ad VP3.9.3: kalena katha111 kriyah pari-

cchidyante (Trivandrum, Raghunatha. Iyer: parinchidyante) 

ity aha ／（「どのような仕方で〈行為〉が〈時間〉によって
画定されるかを［パ／レトリハリは次のように］述べる」）

2_1H巴Iaraja ad VP3.9.3: janmasthitivinasaりsamasta

kriyakalapantarbhavanahetava iti taddvarerya janmadimata111 

つ臼
門

i
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〈生起〉・〈存立〉・〈消滅〉を通じて，多様な

すべての個別的な〈行為〉は〈行為〉という一

つの集まりに包摂される240 ゆえに，〈時間〉が

〈生起〉・〈存立〉・〈消滅〉の機会因となるとい

うことは，多様なすべての〈行為〉の機会因と

なるということを意味する。すべての〈行為〉

の機会因としての〈時間〉の作用は，〈生起〉を

例として挙げるならば 「特定のものは必ず特

定の〈時間〉に生じて，それ以外の〈時間〉に

は生じない」とし寸形で経験される。このよう

に事象の〈生起〉が時間的に区分されることこ

そ，〈時間〉による〈生起〉という〈行為〉の

区分・画定の結果なのである。

〈時間〉は本来単一なるものである。従って，

多様なすべての〈行為〉の固定者として作用す

るためには，〈時間〉は多様に区分されなけれ

ばならない。〈時間〉の区分は限定的添性とし

て〈時間〉と関係を結んでいる〈行為〉によっ

てなされる。すなわち，〈時間〉と〈行為〉は

相互に区分しあう関係にあるのである2＼バル

トリハリは次のように述べる。

「その〈時間〉自体は，自己とは別個で、あるとこ

ろの〈属性〉［であるく行為〉］を拠り所とする
差異によって多様に区分される。なぜならば，

いかなる事象（vastu）も，［それ自体としては］
異なるものでも，同一なものでもないからであ
る」 26

padarthanam nimittakarai:iaIJ1 kalam ahuJ:i I tadapek~o hi 

padarthanam udayadir avati号thatepravibhaktafarlraりItatha 

hi I kecid vasante prasiiyante, apare faradi, pravr~Y anya 
ityadi vacyam I evaf)1 sthitivinafayor api I upadhibhedac ca 

bhidyamanaJ:i kalaり saf)1sargi~u bhedayalam // 

2~VPI .3において，バルトリハリはく生起〉などの
く有） (bhava）の六つの変容（vikara）が個別的な〈有〉
(bhavabheda），すなわち動詞語根の意味であるすべての個
別的な〈行為〉の母体（yoni）であると述べている。〈有〉
の六つの変容とは，ヤースカ（Yaska）のNiruktal.2によれ
ば，〈生起〉・〈成長） (vardha）・〈存立〉・〈変化） (viparii:iama）・
〈衰退） (apak~aya）・〈消滅〉の六つで、ある。従って，へ
ラ ラ ジャが〈生起〉・〈存立〉・〈消滅〉について「す
べての個別的な〈行為〉を〈行為〉という一つの集まり
に包摂する根拠」と言うとき， VPl.3の内容を念頭に置
いていたことは，疑しミの余地のないことである。

VPl.3とNiruktal.2の翻訳は，第4章において原文と
ともに提示する。従って，ここでは提示しない。
おこの点については李［forthcoming］において詳細に論

じた。
26VP3.9.6: tasyatma bahudha bhinno bh巴dairdharma 

ntarasrayaih I na hi bhinnam abhinnam va vastu kimcana 

vidyate // 

「しかし，［〈時間〉と］関係を結ぶ、ものに属す

る差異（bheda）は，その［〈時間〉］が持つ特性

(vise号a）とみなされる。その〈時間〉は，それら

［関係を結んでいるものに属する差異］によっ

て区分されるとき，［「昼』・「夜』などの，世間に

おいて］確定されている［単位の］区分（bheda)

をもたらす」 27

3.2.以上のように， VP3.9.3においては〈時間〉

が〈行為〉の機会因となることが明示された。

そして，〈時間〉が〈行為〉を差別化するもので

あるために，〈時間〉自体が〈行為〉によって差

別化されるものであることが前提されていた。

ところで，このような見解は，決してバルト

リハリだけのものではない。前述したように，

VS2.2.8-9には単一で常住なるく時間〉は〈行

為〉の違いによって多様化される，ということが

述べられている。そして，プラシャスタパーダ

(Prafastapada）はこの VS2.2.8-9の内容と関連し

て，〈時間〉は第一義的には単一なるものである

が，一切の結果の実現の〈開始） (sarvakaryai:iarp 

arambha）・〈行為〉の〈完結） (kriyabhinirvrtti）・

〈存立） (sthiti）・〈消滅） (nirodha）といった限定

的添性の差異に基づいて，比喰的に多様なもの

として表現されると説明している280

27VP3.9.8: saI)1sargii:iaIJ1 tu ye bheda vise~as tasya t巴
ma taりIsa bhinnas tair vyavasthanaf)1 kalo bh巳dayakalpat巴

／／ 

28 PBh [1984:64]: kalalili.gavise与ada吋asaikatve’pisarva-

karyai:iam arambhakriyabhinirvrttisthitinirodhopadhibhedan 

maりivatpacakavad va nanatvopacara iti // （「〈時間〉の証相
に遣いがなし哨ミら，［〈時間〉は］一次的には単一なるも
のである。しかしながら，一切の結果の［実現の］〈開始〉
(arambha）・〈行為〉の〈完結） (kriyabhinirvrtti）・〈存立〉・
〈消滅〉といった限定的添性の差異に基づいて，［〈時間〉
は］多様なものとして比験的に表現される。あたかも宝
石［が青色などの限定的添性の差異に基づし〉て『青しリな
どと表現されること］と同じように，或は［同一な人が
料理という〈行為〉をするとき，］『料理人』［と呼ばれ，
読書という〈行為〉をするとき，『読書人』と呼ばれるこ
と］と同じよう lこ」）
この PBhの文章において例として挙げられている宝石

と料理人について， NKは次のように説明している。
NK [1984：・66]: yathaiko maniり spha¥ikadir

nlladyupadhibhedan nTia iyi vyapadisyate .. I pacak巴ti

I yathaikasya puru~asya pacanadikriyayogat pacaka iti 

pa¥haka iti vyapadefaJ:i . I 

（「例えば，水品などの宝石が青色などの限定的添性の
違いに基づいて『青し〉』とか『黄色しリと表現されること
と同じように・・・（中略）・・・『料理人』について。例
えば，料理ーなどのく行為〉と結びつくことを通じて，同
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さらに，ブラシャスタパーダはく時間〉と〈虚

空〉は〈数） (sa111khya）・〈量） (pramai:ia）・〈別

異性） (p:rthaktva）・〈結合） (sa111yoga）・〈分離〉

(vibhaga）という五つの性質と，〈生起〉を有する

すべてのものの機会因であること（sarvotpatti-

mata111 nimittakaraQatvam）という性質を共有す

ると述べる290 シュリーダラは NKにおいてこ

の文章を説明して，〈方位〉と〈時間〉が機会因

であるということの意味は，結果が特定の場所

と特定の〈時間〉に起こって，他の場所と〈時

間〉においては起こらないことであると語って

いる300

1.2.2において述べたように，ヴァイシェー

シカ学派の伝統的な見解においては〈時間〉は

活動を全く持たないものである。従って，ヴァ

イシェ シカ学派の者達が言うところの「機会

因」としての〈時間〉とは， Halbfass[1993:209-

213）が指摘しているように，積極的な意味での

「原因」という言葉が指すものーすなわち内属因

(samavayikaraQa）と非内属因（asamavayikarai:ia)

ーが持つ性質を欠く，単にそこにおいて様々な

〈行為〉が起こるところの〈基体〉に過ぎない

ものである，と理解することができる310

ーの人が『料理人』とか『読書人』と呼ばれることと同
じように・・・」）
尚，これとまったく同じ考えをバルトリハリは VP3.9.32

において次のように述べている。
VP3.9.32: kriyabhedad yathaikasmi!1'ls tak弱dyakhyapra-

vartate/ kriyabhedat tathaikasminn rtvayakhop吋ayat巴／／
（「〈行為〉の違いに基づいて，一人の［〈行為主体〉］に
対して『大工』などの名前が起こる。それと同じように，
〈行為〉の違いに基づいて単一な［〈時間〉］に対して『季
節』などの名前が生じるJ ) 

29 PBh [1984:25]: dikkalayoりpa白cagur:iavattvamsarvot-

pattimatam nimittakarar:iatvam ca// （「〈方位〉と〈時間〉は
五つの〈属性〉［，すなわち〈数〉・〈量〉・〈別異性〉・〈結
合〉・〈分離〉という五つの性質］を持つものであり，〈生
起〉を有するすべてのものの機会因である」）

】11NK[1984:25]: idam eva ca d凶asyakalasya ca nimitta 

tval]1 yad ekatra karyotpattir anyatranutpattir iti // （「また，
ある［〈時間〉と場所］において［のみ］結果が生じて，
他の［〈時間〉と場所］においては［その結果が］生じな
いこと，まさにこれが〈方位〉とく時間〉が機会［因］で
あること［の意味］である」）

31実際に，シャンカラミシュラは VSS.2.26(Jambuvijayaji 

本では VSS.2.28）に対する注釈の中で〈時間〉が〈運動〉
(karman）の機会因であることと関連して，〈時間〉はく運動〉
が起こるところの〈基体〉に過ぎず，；たして〈運動〉の内属因
で、はないと説明している（？、Jarayar:i

nimittatvenadharamatral]1 karmanaりkalona tu samavaylt y 

〈時間〉に対するこのようなヴァイシエーシ

カ学派の見解は，確かにバルトリハリの考えと

は本質的に異なるものである。しかし VP3.9.3

の内容と，それに対するへ ラーラ ジャの注

釈を見る限り，ヴァイシェ シカ学派の見解と

区別される，〈時間〉を現象世界を成立せしめ

る〈能力〉とみなすノすルトリハリ独自の〈時間〉

論がそこにまだ見出されないことも否定できな

い事実である。 VP3.9.3においては，バルトリ

ハリはただく時間〉がそれと関係を結ぶ〈行為〉

によって区分されるとき，〈生起〉などを有する

事象の〈生起〉・〈存立〉・〈消滅〉の機会因とな

り，そして機会因としての〈時間〉の作用はこ

の現象世界において「特定のものは必ず特定の

〈時間〉に生じて，それ以外の〈時間〉には生じ

ない」という形で経験される，ということを述

べているだけなのである。そして今まで検討し

たように，それはヴァイシエーシカ学派の人々

によっても承認されていることなのである。

4.1.バルトリハリは， VP3.9.lにおいてヴァイ

シェーシカ学派の〈時間〉観を提示し， VP3.9.2

において一般的に認められる〈時間〉の性質に

ついて語り，そして VP3.9.3において同学派の

者達と自らが共有する見解を述べた。 VP3.9.4

に至ってようやく彼は，現象世界を成立せしめ

る〈能力〉という彼独自の〈時間〉理解を披涯

する。彼は次のように述べる。

「人々は，その［〈時間〉］はこの世界という操

り人形(lokayantra）を操るもの（siitradhara）であ

ると述べる（pracak~ate）。その［〈時間〉］はく抑

制） (pratibandha）と〈認容） (abhyanuj白めを通じ

て世界を区分する」 32

現象世界において成立している様々な活動は，

〈時間〉によって制御される。そのような意味

で，この現象世界は操り人形に類似するもので

あり，〈時間〉はその人形を操る人形師も同然

のものであると言われるお

arthaり／／）。
12VP3.9.4: tam asya lokayantrasya siitradh3ral]1 pra-

cak~at巴 I pratibandhabhyanuj白abhy31]1tena visval]1 vibhajy-

ate// 

13Hclaraja ad VP3.9.4: yantrapurusaprakhyal]1 visval]1 

siitt adharapuru与akalpakalapratibaddhacestamI （「その動き
が［人形を］操るものも同然で、あるく時間〉に結び付け
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バルトリハリがこの詩節のめ句において

「人々は述べる（pracak~ate）」という表現を用い

ていることに注目すべきである。これは，彼以

外にも〈時間〉をこの世界の活動すべてを操る

もの，世界を成立せしめるものとして理解する

人々が存在していたことを暗示している。

実際に，われわれはインド哲学の最古の文献

の一つで、あるAtharvaveda（以下AV)19.53-54に

登場する〈時間〉讃歌の中で， VP3.9.4ab句が

伝える主張と内容上相通じるものを多数見出す

ことカまで、きる。

「彼は実に万有を成立せしめり。彼は実に万有
を包囲せり。彼はその父にして，その子となれ
り（神秘的循環発生）。これに勝る威力は他にあ
ることなし」 34

「「時』はかの天を生めり。また『時』はこれら
の地界を生めり。既存のもの・未存のものは，
「時」に促されて展開す」 35

「彼により促され，彼により産出せられて，こ

の万有は彼のうちに安立す。「時』はブラフマ

ンとなりて，最勝者（プラジャ ・パティ）を支
う」 36

AV19.53.4と19.53.9に言及されている「彼」

は，もちろん〈時間〉を意味する。この一連の

讃歌において，〈時間〉は天と地を始めとする，

この世界に存在するすべてのものを生み出して

展開させるものであり，万有がそこにおいて存

立する〈基体〉であるものとして述べられてい

る。〈時間〉に関してく時間〉讃歌の内容と類似

する見解を持つ者達は， AVより後代の文献に

おいては「〈時間論者〉」（kalavadin,kalacintaka) 

と呼ばれる370

しかし，「〈時間論者〉」という名前で呼ばれて

られているところの［この］世界は，操り人形に類似す
るものである」）

3~AV19.53.4. 

翻訳は辻［1967:119］に従った。以下に引用する AVの
翻訳も，すべて辻［1967: 119］によるものである。

行AVl9.53.5.
16AV19.53.9. 

37代表的な例として， Gau~apadakarika（以下 GPK)l .8 

を挙げることができる。
GPKl.8: icchamatram prabhory srstir iti srstau vinisciti'iり

I ki'ili'it prasiltim bhilti'inarp manyante kalacint成功／／（「創造
(sr~ti）に関して，創造は神の意志（iccha）のみによって

起こる，と確定する人々がいる 0 ~一方，］〈時間論者〉（
kalacintaka）達は，諸々 の存在の創造は〈時間〉によって
起こると考える」）

いても，実際の〈時間論者〉達に統ーした厳密な

〈時間〉論が存在していたので、はない。最初に

AVにおいて登場して以来，〈時間論者〉の思想、

は Upani:jadを経て Mahiibhiiratαに継承され，

それらの文献においては〈時間〉はすべての存

在の生成・破壊を司る絶対的な神や運命（gati)

と考えられている380 そして様々な Puriil}a文

献に至っては，〈時間〉はシヴア（Siva）やヴイ

シュヌ（Vi刊u）と同一視されている390 このこ

とは，〈時間論者〉達の見解が綿密な理論的考

察の結果であるよりは， Pannikar[ 1976:65 66] 

が述べているように，一般民衆の考えや信仰が

反映された，世俗的な〈時間〉理解に近いもの

であったことを示している。

4.2.以上のようにバルトリハリは， VP3.9.4の

ab句においてく時間論者〉達の世俗的な〈時間〉

理解を伝え，同詩節の cd句においては，〈時間

論者〉達の見解を彼自身の考えに基づいて再

解釈して，彼自身の言葉で再び表現している。

VP3.9.4のこのような構造は，へーラーラージャ

の注釈を通じても読み取ることができる。引用

した VP3及4ab句に対する注釈に続いて， cd句

を注釈して，へーラーラージャは次のように述

べる

「なぜならば，［人形に繋がっている］糸を動か

すことによって，［操り人形に］目を聞いたり，

閉じたりするなどのく行為〉をもたらすく操る

もの〉のように，〈時間〉は，［〈抑制〉とく認容〉

という］自己の〈能力〉を通じて，事象の〈出

現） (pratisthagana）と〈隠去） (unmajjana）ー〈生

起〉と〈消滅〉の同義語である を区分すると

き，世界に［〈時間〉的］連続性（paurvaparya)

を獲得させ，区分を特徴とする活動をもたらす

からである」 40

〈時間〉には〈抑制〉と〈認容〉というこっ

38 Mahabhar，σtal.224.5-54, 12.231.25, 12.227.79. 

39Vi,51p1pura1.w 1.2.26, BhagavatapuriilJG 1.2.6，巴tc.（時間
論者〉の見解が多様な文献の中でどのように変化していた
かについては， Wes巴ndonk[ 1931 :56-67], Schayer [1938: !-

12], Pannikar [ 1976:63-73］，中村［1950:222223］を参照
されたい。
40Heli'iraja ad VP3.9.4: kalena hi svafaktya bhavi'inarp 

sthaganonmajjane janmanasaparyaye vibhajata siltra 

dhare1,1巳va yantrapuru与asya siltrasaficaravas巴nonmesa-

nime号adikriyakari1,1avisvarp pri'iptapaurvaparyapravibhi'igarp 

pravibhi'igalak~a1,1as cc号1功karyant巴／／
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の作用がある。へーラーラージャはこの二つを

〈時間〉の〈能力〉と理解している。彼の説明

によれば，〈抑制〉とは，〈行為〉の〈能成者〉が

持つく能力〉の働きを妨げること，或は事象が

自己の結果を生み出すことができないようにす

ることであり，〈認容〉はその反対のことであ

る410 このように〈時間〉は様々な〈行為〉を

引き起こす〈能成者〉，すなわち〈行為〉の原

因が有するく能力〉を妨げたり，扶助したりす

ることによって，現象世界における一切の事象

を制御する。

へーラーラ ジャは VP3.9.4のcd句に対する

注釈の中で，明確に cd句をめ句に対する理由

或は根拠として解釈している。すなわち，〈時

間〉が〈時間論者〉達が主張するようにこの世

界において起こる活動すべてを制御するもの，

現象世界を成立せしめるものであり得るのは，

〈時間〉が〈抑制〉と〈認容〉という自己の二つの

作用を通じて，現象世界における活動を引き起

こす原因が持つく能力〉を妨げたり，扶助したり

するからである。そしてまさにこのような意味

で，〈時間〉は「様々な事象を引き起こす原因の

〈能力〉を使役するもの」（fakfinaip.prayogasya 

hetuり）と表現される。 VP3.9.9においてバルト

リハリは次のように述べる。

「特定の〈時間〉と関係を結ぶことを通じて，［原

因が持つ］〈能力〉の活動の獲得（vrttilabha）は

可能となる。その［〈時間〉］は〈能力〉の使役

の原因として存立する」 42

一切の事象を引き起こす原因の〈能力〉を使

役するものである〈時間〉は，決して事象の内

属因・質料因（upadanakara9a）ではない430 しか

~1Helaraja ad VP3.9.l l: .. bhavatmanas ca pratibandhary 

svakaryasamarthyaJTI ... （「・・・そして，事象それ自体の
〈抑制〉，すなわち［事象が］自己の結果を生み出すこと
ができないこと・・・」）

Helaraja ad VP3.9.30: kasyascit kriyayary sadhana-
8aktlnl.iJTI vyaparavighate pratibandhah I tadviparyayo 
’bhyan吋白亙／（「ある〈行為〉の〈行為実現者〉が持つ能力
の働きが妨げられるとき，［その〈行為〉］に対する〈抑
制〉が起こる。その［〈抑制〉の］反対が〈認容〉であ
る」）

~2VP3.9.9: visi与！ak剖asaJTlbandhad v~ttilabhaり pra
kalpate I 8aktTnl.iJTI saJTlprayogasya hetutvenavati何hateII 

~3Vrtti ad VPl.3: sarve~a'!I hi vikaral_ll.iJTI karanantare~v 
apy apek~avatl.iJTI pratibaddhajanmanam abhyanujfiaya saha-

し，〈時間〉が内属因であることを否定した上

で，〈時間〉をただく運動〉などがそこにおいて

起こるところの〈基体〉に過ぎないものとして

理解するヴァイシェーシカ学徒とは違って，バ

ルトリハリはく時間〉が現象世界における様々

な事象の機会因であることを二つの側面から説

明し之いる。すなわち，彼によれば〈時間〉は

1）様々な事象の〈生起〉などがそこにおいて起

こるところの〈基体〉であるという点で，すべ

ての事象の機会因であり，さらに 2）様々な事

象を引き起こす原因が持つく能力〉を使役する

ものであるという点で，すべての事象の機会因

となるのである。特に，事象を引き起こす様々

な原因の〈能力〉を使役するものとしての〈時

間〉は，究極的な唯一実在であるブラフマンの

〈自立性（能力）） (svatantηa），或は〈行為主体と

しての能力） (kart:rfakti）と呼ばれる。 VPl.3と

それに対する Vrttiにおいて，バルトリハリは

次のように述べる。

「それに部分が仮構されるところの，その［ブ
ラフマン］の〈時間〉という〈能力〉に依拠し
て，〈生起〉などの六種の変容44が起こる。それ

karikara1:iaJT1 kalary I （「なぜならば，他の原因にも依存して
いる，それの〈生起〉が〈抑制〉されていたところのすべて
の変容体［の〈生起）］を〈認容〉することによって，〈時間〉
は［そのすべての変容体の］〈協同因） (sahakarikara明m)
となるからである」）
Paddhati on Vrtti ad VPl.3: sahakarikarai:iam iti I nopa-

danakarai:iam I （「〈協同因〉について。［〈時間〉は］質料
因ではない［という意味である］」）

4~ ＜生起〉などのく有〉の六の変容については，ヤー
スカの Niruktaにある次の文章を参照。
Niruktal.2: ~a<:J bhavavikara bhavanffti var~yayal_lir j匂rate

’sti viparil_lamate vardhate ’pak~Tyate vinasyafiti I jayat巴
iti purvabhavasyadim ac符！eI naparabhavam aca号！ena 
prati~edhati I astity utpannasya sattvasyavadharal_lam I 

viparil_lamate ity apracyavamanasya tattvad vikaram I vard-

hat巴 itisvangabhyuccayam I sl.iJTlyaugikamaJTI varthanam 
I vardhate vijayeneti va I vardhate 8arlrel_leti va I 

apak~Iyate iti etenaiva vyakhyatary pratilomam I vinasyafity 
aparabhavasyadim acas！巴 Ina purvabhavam aca~＼巳 na

prati~edhati I （「ヴアールシャーヤニ（Var~yay切i）は，実に
『六つの bhavaの様態がある』と［述べた］。［bhavaの六
様態とはま］ jayat巴（『Xが生起する』） ・ asti（『Xが在る」）．
viparil_I 
る』） ・ apak号，］yat巳（『Xが衰退する』） ・ vinasyati（『Xが減
する』）で、ある。 jayat巴（「xが生じつつある」）という語
によってひとは最初の bhava ［すなわち生起］の始まり
を語り，後続の bhava［すなわち astiの表示対象］を語る
こともなければ否定することもない。 asti（「xが在る」）
という語によってひとは生起したものの存在性に対する
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ら［六つの変容］は個別的な［動詞語根の意味
である料理〈行為〉といった］〈有） (bhava）の
母胎であるJ45 

「実に，他立的で，〈生起〉を有するすべての

〈能力＞ ［，すなわち事象］は〈時間〉と呼ばれ

る〈自立性［能力］〉によって活動を開始する

(samavi号ta）。それら［〈時間〉と呼ばれる〈自立

性能力〉によって活動を開始するすべての〈能

力〉］は，〈時間能力〉の活動に随順する」 46

5.1.バルトリハリは『〈時間〉詳解」章の第 l詩

節において，〈時間〉を〈活動〉すなわち〈行為〉

とは別個に存在する，常住，遍在，単一の〈実

体〉であり，〈行為〉を有するものの尺度であ

るという「ある者達」の主張を紹介している。

この「ある者達」とは，へーラーラージャの注

釈通り，ヴァイシエーシカ学派の学匠たちのこ

とである。

続いて第2詩節において，バルトリハリは〈時

間〉がどのようにして「〈行為〉を有するものの

尺度」となるのかについて述べる。〈時間〉は

〈行為〉の画定者であり，〈行為〉を画定すること

を通じて，〈行為〉を有するものの尺度となる。

第 3詩節においては，〈行為〉の画定が持つ国

果論的意味が述べられる。〈時間〉が〈行為〉を

制限を語る。 viparii:iamate（「xが変イじする」）という語に
よってひとは本質を失っていないものの変容について語
る。 vardhat巴（「xが成長する」）という語によってひとは
自身の肢体の堵大，あるい領土併合から得られた利財の
増大について語る。 vardhatevijayena（「彼は勝利によって
培大する」）あるいは vardhatesarlrei:ia（「彼は身体が成育
している」）というように。 apak~lyat巴（「 x が衰退する」）
という語によっては，ひとはまさにこの同じことを通じ
て［上述の］説明とは逆に［語る］。 vinasyatiという語に
よってはひとは最後の bhava ［すなわち減］の始まりを
語り，先行の bhava ［すなわち衰］を語ることもなけれ
ば否定することもない」）
翻訳は小川［2002:783-784）に依拠した。
4月VP1.3: adhyahitakaHiITl yasya kalafaktim upasrital,i I 

janmadayo vikaraり干a~ bhavabhedasya yonayaりH

~6Vrtti ad VPl.3: kalakhy巴nahi svatantry巴i:iasarvaり
paratantra janmavatyal,i 8aktayal,i samavi~＼功 kalafaktivfttim

anupatanti I 

ヴリシヤパデ ヴア（Vf~bhadeva）は VPI とその Vrtti
に対する注釈文献 Paddhatiの中で，「〈自立性〉」という
語を説明して，次のようにく行為主体としての能力〉と
言い換えている。

Paddhati on Vrtti ad VPI .3: svatantryaITl kartrfaktil,i I 

padarthani~padanopasaITlharayogya kart印刷り／（「〈自立性〉
とは，〈行為主体として能力〉のことである。〈行為主体
としての能力〉は，事象を生み出したり，帰j成させたり
することができる」）

固定することは，その〈行為〉の機会因として

作用することを意味する。多様な〈行為〉の画

定者となるために，本来単一な〈時間〉は多様化

されなければならない。〈時間〉は自分が固定

者として関係を結ぶ〈行為〉によって多様化さ

れる。この第3詩節においても，バルトリハリ

は他の人々の見解を借りて議論を進めている。

そして，第4詩節において彼は，〈時間〉が

〈行為〉の機会因として機能するということは，

〈時間〉が自己の〈抑制〉と〈認容〉という二つの

作用を通じて現象世界において起こる〈行為〉

を制御することであると説明する。彼独自のこ

の見解を述べる際にも，バルトリハリは〈時間〉

を操り人形を操るものとして比轍的に表現する

伝承を引用している。

VP3.9.I-4に見られる以上のような展開と関

連して注目したいのは 4.2.に引用した VPl.3と

それに対する Vrttiである。そこでは，〈時間〉

は〈語プラフマン〉が持つく自立性能力〉であ

るという彼自身の〈時間〉論が提示されていた。

このことが示すもの，それは，バルトリハリは

VPl.3において自身の〈時間〉観を明らかにし

た上で，『〈時間〉詳解』章の初めの一連の詩節

においてはそのことを前提とした〈時間〉論を

展開しているというまさにこのことである。

VPのどの章においても，バルトリハリは彼

以前のそして同時代の様々な見解を受け入れた

上で，それらすべてを現象世界の成立を〈語プ

ラフマン〉が有する多様な〈能力〉の展開によ

るものと理解する彼独自の形而上学に基づいて

総合する，という仕方で自らの思想体系を成立

せしめている。『〈時間〉詳解』章に関しても，同

様のことを言うことができる。 VPl.3とそれに

対する自注において形而上学的な視点から〈時

間〉を詳論したバルトリハリは， VP3.9.l-4にお

いてヴァイシェーシカ学派の〈時間〉論を始め

とする，当時世間において知られていた様々な

〈時間〉観に言及し，またそれらを自分の思想

の枠の中に取り入れようとしているのである。

5.2.この作業を通じてバルトリハリが達成しよ

うとする目的は明らかである。それは，彼自身

の形而 k学に基づき，言語活動（vyavahara）の
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世界における多様な〈時間〉理解と〈時間〉表

現を一貫性を持って説明することである。そし

て，「〈時間〉詳解』章が世俗の人々の〈時間〉理

解に近いヴァイシェーシカ学派の〈時間〉観を

述べることで始まることは，バルトリハリが，

既にその目的を成し遂げるための第一段階とし

て VPl.3において自身の形而上学的〈時間〉論

を詳述している，というまさにこのことに基づ

いて理解されるべきである。
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